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⑥ 食物アレルギー・エピペンの使い方について  

食物アレルギー発症時の対応 

児童が、アレルギー症状（疑い）を発症した場合、１～３をもとに対応する。 

 

１ 共通理解したいこと 
（１） 症状のチェックは、「青レベル」「黄レベル」「赤レベル」の３段階で見極める 

  「赤レベル」迷わず救急車を要請する 

「黄レベル」救急車要請も考慮し速やかに医療機関を受診する 

 

（２） 誰がリーダーになるかを早く決定する。 

 

  ◎→現場からと職員室からの重複指示となる場合あり 

  ★→状況に応じて、現場または職員室から連絡 

 

  現場リーダーが行うこと 

① 患者の観察者を指示  

② 職員室等への連絡を指示 

・発生状況の報告…傷病者の学年，組，氏名，症状，レベル(掲示ホルダーの「対応の実際」 

または、様式7記録票５「症状チェック」参照) 

・個別対応マニュアル  

・内服薬，エピペンを持ってくるよう依頼  

★救急車要請(赤，黄レベル)  

★タクシー移送(青レベル) 

★家庭連絡 

◎養護教諭への連絡  

◎担架  

◎ＡＥＤ 

③ 記録者の指名指示 (記録用紙は、各教室の掲示ホルダーにある) 

④ 児童管理誘導の指示  

⑤ 担架での移送指示 

 

  職員室で行うこと 

・管理職への報告、連絡  

・校内放送で応援職員を呼ぶ 

・個別対応マニュアル（保健関係文書ロッカー）  

・エピペン（前方机下棚）を現場へ持っていく  

◎養護教諭への連絡 

★救急車要請・救急車誘導・案内 

★家庭連絡  
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① 緊急性が高いアレルギー症状があるかチェック     ② ５分ごとに注意深く症状をチェック 

● 管理職が到着したら、 

リーダーを交代する 
 

● 養護教諭が到着したら、 

観察役を交代する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 場所の確保 

□ 人の確保 

 

発見者 

リーダー代行 

 

● アレルギーの可能性をまず考える 

● 原因・責任追及よりまず行動！ 

● 子どもから目を離さない 

● 可能なら保健室へ 

● 移動は、車椅子・担架 (歩く・走るは危険) 

● 症状が強ければ、その場で対応する決断を 

子どもに異変？ 

よくある訴え 
「気持ち悪い」 
「のどがヘン」 
「お腹が痛い」 
「息が苦しい」 
「かゆい」 

連絡役 

□ 管理職を呼ぶ 
□ 救急車を要精 
□ 保護者に連絡 
□ さらに人を集める 
□ 救急車到着後の誘導 
□ 他の子の対応 

 

準備役 

□ 「個別対応マニュアル」 
□ エピペン 
□ 緊急時薬 
□ AED 
□ その他の必要物品 
□ 記録 

 

観察役 

□ 発見者または養護教諭 
□ 原因の追及 
□ 症状の観察 
□ 緊急性の判断 
□ 子どもに声をかけ続ける 
□ 処置の必要性を判断 

 

３人以上の 

教職員で対応 

校長・教頭 

□ 現場のリーダーとなる 
□ 対応について指示・判断 
□ 保護者への状況説明 

 

 
全身の 

症状 
 
 

 
 
呼吸器 

の症状 
 
 
 
 
消化器 
の症状 
 
 
目･口･鼻 
顔面の症状 
 

 

皮膚の 
症状 

２ 症状レベルに応じた対応の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□  ぐったり 
□  意識もうろう 
□  尿や便をもらす 
□  脈を触れにくい、または不規則 
□  唇や爪が青白い 

□ のどや胸が締め付けられる 

□ 声がかすれる 

□ 犬が吠えるような咳 

□ 息がしにくい 

□ 持続する強い咳き込み 

□ ゼーゼーする呼吸 

□  持続する強い（がまんできない） 

  おなかの痛み 

□  繰り返しは吐き続ける 

上記の症状が 

１つでも 

あてはまる場合 

① 保護者へ連絡 
② エピペン使用 
③ 救急車要精 
④ ショック体位 
⑤ 心肺停止 → 蘇生開始 

□ 数回の軽い咳 

□ 中等度のおなかの痛み 

□ １～２回のおう吐 

□ １～２回の下痢 

□ 顔全体の腫れ 

□ まぶたの腫れ 

□ 強いかゆみ 

□ 全身に広がるじんましん 

□ 全身が真っ赤 

１つでも 
あてはまる場合 

① 保護者へ連絡 

② 緊急時薬使用 

③ エピペン準備、必要に応じ使用 

④ 速やかに医療機関を受診 

（救急車要精も考慮） 

 

□ 軽いおなかの痛み（がまんできる） 

□ 吐き気 

 

□ 目のかゆみ、充血 

□ 口の中の違和感、唇の腫れ 

□ くしゃみ、鼻水、鼻づまり 

□ 軽度のかゆみ 

□ 数個のじんましん 

□ 部分的な赤み 

１つでも 
あてはまる場合 

① 保護者へ連絡 

② 緊急時薬使用 

③ 保健室で経過観察・改善が 

みられない場合は医療機

関を受診 

飲料水、コップ 
洗面器、ぬれタオル 


